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I 
ここに取り上げる題記の一書は，公刊直後に急逝された故・森本隆男博士(前関西学院大学
商学部教授)の遺編となった想い出深い書物である。それゆえ，この書評を草するにあたって，
いささか個人的な想い出をまじえながら書き出すことを許していただきたい。
関西学院大学では，伝統ある大学院商学研究科の修士課程に加えて， 1993年度からさらにマ
ネジメント・コース (MBA コース)を増設された。今や急速に広まりつつある社会人の大学
院進学とMBA資格取得への要請の高まりを関西私学中では最も早く真剣に受け止められ，創
設されたのである。最初の応募者が，マネジメント・コース定員約20名に対して実に201名
(願書請求数は約650) と驚異的な人気であったことは当時新聞各紙でも取り上げられて大変
な話題になったし，いまだに私達の記憶に生々しく残っている。この創設には，マーケテイン
グの中西正雄教授とともに経営学の森本教授が中心的な役割を果たされたのであった。私の当
時勤務していた龍谷大学がかねてより検討中だったほぽ同趣旨の経営学研究科修士課程ビジネ
スコース(約25名定員)を 1 年遅れで立ち上げるにあたって，両教授から様々なアドバイスを
戴いて文部省協議に臨み，無事開設に漕ぎつけることができ，有り難い思いをしたことが昨日
のことのように思い起こされてならない。
1996年に，私がたまたま経営学部長を務めていた龍谷大学経営学部が創設30周年を迎えるに
当たって，ビジネスコース第 1 -2 期生による取材・執筆を中心に『創造的中小企業j (日刊
工業新聞社，橋本久義埼玉大学教授との共編)という小さな本を記念出版したことがあった。
この小編著書を森本教授に差し上げてしばらくたった頃，ある研究会でお会いした際に， I私
の大学でもやらなければあきませんなあj と静かにおっしゃっていたのを記憶しているが，そ
の時の何気ない一言が，このように立派な成果として実を結んだことは誠に同慶の極みであっ
た。残念なのは，この書が刊行された直後に，肝心の編集主を失ってしまったということであ
る。返す返すも悔やまれてならない。
森本教授が亡くなられてしばらく経った昨年 (1998年)初夏の頃に，秘蔵の弟子と言うべき
守屋貴司奈良産業大学経営学部教授から「森本教授が，病の床で， r本書の書評を片岡さんに
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依頼してほしい』と遺言をされたJ とお聞きし，誠に光栄に思って二つ返事でお引き受けする
と同時に，上記の様々な想い出が走馬燈のように私の頭のなかをよぎったことであった。
本書は森本教授を中心的編者に据え，マネジメント・コースの非常勤講師をつとめられてお
られる渡辺唆博士(立命館大学経営学部教授)，関西学院大学商学研究科ご出身でいまや労務
論研究の中堅に佐置する俊英として斯学界で期待されている守屋貴司教授，のお 2 人で両脇を
固めた良きチームワークによる編集の成果である。この 3 教授のもとに商学研究科マネジメン
ト・コースの第 2-4 期生14人が執筆陣として参加し，これに加えて学界の 3 研究者が序章や
終章など，総括的・補強的な 3 つの章を担当しておられる(渡辺・守屋両教授のほか，栗生実
立命館大学講師も執筆参加)。さらに付言すれば，守屋教授のご夫人である守屋瑠香さん(関
西学院大学神学部卒)による美しいイラスト(おもて表紙は関学時計台，うら表紙は商学部棟)
が，本書と関学のj西落たムードをうまく伝えて，雰囲気を盛り上げるのに一役買っているので
ある。
渡辺峻博士や斉藤毅憲博士(横浜市立大学商学部教授)のゼミ生による研究成果出版の先駆
的試みに始まって，神戸大学経営学部諸教授の試み，そして上記の私達の小編著書などに見ら
れるように，院生・学生達の共同著作を一流出版社から市販書として上梓する動きが近年活発
化しつつあるが，そのような流れの中にあって，本書はさらなる大きな一歩を進めたものと言
うことが出来る。
E 
まず本書の目次構成と執筆者を，簡単に一覧表として示しておこう。序章と資料編を除けば，
全体が 4 つの纏まり(第 1 部~第 4 部)から成る本書は，次のような構成となっている。
序章 人材開発の新動向
渡辺峻(関西学院大学大学院MBAコース非常勤講師，立命館大学)
第 1 部製造産業における人材開発
第 1 章 医薬品製造業の人材開発
中村吉宏(関西学院大学大学院MBAコース，藤沢薬品)
第 2 章 清酒製造業の人材開発
大江康之(関西学院大学大学院MBAコース，辰馬本家酒造)
第 3 章 食品業界の人材開発
松本日彦(関西学院大学大学院MBAコース，味の素ゼネラルフーズ)
第 4 章 化学産業の人材開発
辻谷敏秀(関西学院大学大学院MBAコース，住友精化)
第 5 章 半導体化学産業の自主管理活動と人材開発
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笠岡一之(関西学院大学大学院MBA コース，大阪真空機器製作)
第 6 章 コンビュータソフト製造産業の人材開発
福間洋介(関西学院大学大学院MBA コース，富士通エフ・アイ・ピー)
第 2 部 流通・サービス産業における人材開発
第 7 章 金融業の人材開発
斉藤武志(関西学院大学大学院MBA コース， 日本抵当証券)
第 8 章 交通業の人材開発
貫塚元則(関西学院大学大学院MBAコース，阪急電鉄)
第 9 章 旅行業の人材開発
桑田政美(関西学院大学大学院MBAコース，ジエイコムマーケティング)
第10章 広告業の人材開発
野原靖忠(関西学院大学大学院MBA コース，電通)
第11章 小売業の人材開発
中村靖(関西学院大学大学院MBA コース，そごう)
第 3 部 女性・中高年・中小企業と人材開発
第12章 倉庫会社の女性労働
横山由美子(関西学院大学大学院MBA コース，三井倉庫)
第13章 女性秘書の人材開発
森田園子(関西学院大学大学院MBAコース，樟蔭女子短期大学)
第14章 中高年者の人材開発
藤川具憲(関西学院大学大学院MBA コース，ハーモニー・コンサルティング)
第15章 中小企業の人材開発
石田裕子(関西学院大学大学院MBA コース，大阪商工会議所)
第16章 ベンチャービジネスの人材開発
間藤芳樹(関西学院大学大学院MBAコース，マッシュ)
第 4 部大学・大学院と能力開発
第17章 雇用環境の変化と大学生の能力開発
川上和昌(関西学院大学大学院MBA コース，大阪電通大学)
第18章 関西学院社会人院生のキャリア意識
栗生 実(立命館大学経営学部非常勤講師，京都創成大学)
終章 人材開発の新展望
守屋貴司(関西学院大学商学研究科博士後期課程単位取得，奈良産業大学)
資料 関西学院大学大学院社会人MBA コースへの招待
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序章は本書全体の導入部分であり，終章とともに本書全体の基調を示している章である。こ
こでは，近年の日本における労働市場での急激な変化が語られている。長期雇用や終身雇用の
崩壊，雇用管理の多様化・複線化，集団主義・会社主義からの解放，組織のフラット化， 1960 
年代以降の組織行動論(マズロー，アージリス， リッカート等)の台頭と理論的影響といった
背景変化の中で，集団主義的・長期的・ストック型という伝統的人材開発が崩壊し，新しく個
人主義的・短期的・フロー型の人材開発へと変わってきたというのである。その上にたって
rr 自立した個人』の人材開発管理J ゃくrr企業組織のキャリア開発』と『個人のキャリアプ
ランJJ の関係〉が論じられる。今日の人材開発が前提している労働者達は，会社生活・家庭
生活・社会生活・自分生活のすべてにわたる充実 (4 Lの充実)を希求する自立した個々人で
ある。これまでのような画一的・集団主義的・自己犠牲的人間像ではない。このように捉えた
上で，個々人のキャリアプラニングのあり方としては，自分の能力・才能・性格・欲求・動機
・具体的目標・価値観・職業意識等を明確にすることがアドバイスとして提示されている。こ
のような基本認識は，第 1 章~第18章における具体的叙述・検証を経た後に，再び終章におい
て確認されていくように繋げられている。
第 1 部以下は，いわばこの基調に沿って，人材開発の新動向を具体的な諸事業・諸企業の場
で検証する形で展開されている。
第 1 章では，藤沢薬品の人事制度が人間尊重を基本理念として組み立てられていることが具
体的に述べられ，近年，①全体として年功的要素の縮小，能力・成果主義へのシフトが進んで
いると指摘した後に，②会社人間中心社会から個人中心社会への現実の変化とそれに対応する
意識転換の重要性が説かれている。
第 2 章では「白鹿J ブランド灘清酒の製造・販売で知られる辰馬本家酒造の人材開発が取り
上げられる。ここでは，①酒造労働者=蔵人の高齢化と後継者不足によって蔵人依存からの脱
却(すなわち社員による酒造の進展)が生じ，社員への酒造技術教育が新たな課題となってき
ていること，②国際化(ハクシカ・サケ・ USA ・コーポレーションの設立)に伴う派遣人材
の教育・研修が新たな課題となってきていること，③ホテル事業への多角化(甲子園都ホテル
設立)に伴う異質人材の育成が必要になったこと(→京都都ホテルでのOJT研修)，等が指
摘され，酒造業界の伝統的人材開発に変化が生じてきていることを示している。
第 3 章では，食品企業 4 社が分析対象とされている。ここでは流通の変化に伴う対応能力の
強化，ビジョンを持ったリーダーの養成が強調され，それとの関連で，①人事制度による人材
開発(職能等級制度と職群資格，人事考課制度，配置制度，給与制度，能力開発支援制度) , 
②人事制度によらない人材開発(プラザー制度，職場懇談会，月次課内会議，パソコン活用に
よる情報共有化，臨時プロジェクトへの参加，有志による勉強会)などが詳述されている。
第 4 章では，化学メーカーA社を中心に，①製造・研究・営業の一体化の強まりと，その方
向での人材育成の必要性，②製品ライフサイクル短縮化・製品の多品種少量生産化に伴う汎用
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設備の意義の高まり，汎用設備の効率的稼働に向けた設備別人員構成計画を作成する必要性が
説かれ，それに対応するフレキシブルな人材の開発戦略の方向が提案されている(①生産工程
の短期修得，②フレキシブルな勤務体制の確立，③設備非稼働時における人員の有効活用の検
討，④新製品生産時の研究部門と生産部門との連携強化，等に対応できる人材育成)。
第 5 章は，現場主義を重視する大阪真空機器製作所における OJTのあり方の変化に関する
事例報告である。同社のOJTは近年，徒弟制度的なそれから教育目標・体系の明確なそれへ
と移行してきているとし，八王子工場でのOJT建て直しのための 5 S 運動とリンクした教育
活動の推進事例が記述されている。
第 6 章では，富士通エフ・アイ・ピーを中心に，情報サービス産業(富士通グループ)にお
ける OJT中心の技能開発(ジョブローテーション，チーム間移動等)，年功制能力給から成
果報酬(目標管理)へのシフト (1993年-)，ベンチャー制度 (1994年-)による自己実現的
人材開発の追求，などが取り上げられている。
第 7 章以後は流通・サービス産業での事例に目が転じられる。まず第 7 章では富士銀行を中
心に，人材育成計画が述べられている(総合職・専門職・一般職の各コースごとのキャリア設
計プログラム，育成ビジョン， 0 J T並びに Of f-JTの能力開発制度)。その上で，①フ
レキシブルなフ。ロの育成，②ゼネラルマネジャー育成の重要性，③長期経営戦略との関連づけ，
④回収面の人材育成の不十分さ，等の問題点が指摘されている。
第 8 章は阪急電鉄のケースである。同杜での企業内移動によるキャリア開発の経済性には，
従来から 3 つの方向性があったとし(学習の経済，専門の経済，範囲の経済)，①鉄道乗務員
の育成は専門の経済性の追求，(Z:鉄道技術員や駅務・管理スタッフの育成は学習の経済性の追
求，③兼業(非鉄道)従業者や本社スタッフは時代に応じて専門の経済性 (1980年代)→範囲
の経済性 (1990年代)→専門の経済性(最近)と，狙い所が変遷してきたと言う。そして，経
営環境や事業構造に応じて， 3 つの経済性のいずれにウエイトを置くかがまさに人材開発の戦
略的課題だとしている。
第 9 章では JTBが取り上げられる。入社前内定期間から 8 年間は人材育成基礎期間と位置
づけて通信教育106コース・集合教育・ OJT等を備える同社の教育システムや人事考課の体
系が詳述される。そして新しい動きとして，①年俸制の導入 (1995年~支店長対象)とコース
選択制(一般社員対象)，②採用改革(選考を年間 4-5 回に増やす)，③有期契約スタッフ制
度(1年以内の短期契約者約 2 害1 )等を紹介している。
第10章では，電通の事例を通じて，広告業の人材開発が考察されている。市場で優位に立て
る独創的広告プランを提供できる創造的人材育成が課題であり，そのため1997年から自立型人
材の育成を目標とする 3 つの研修カテゴリーを持つ新人事システムが導入された。①電通プロ
フェッショナルスクール(テーマ別選択型研修)，②マイルストーン研修(若手社員の必須集
合研修)，③マネジメント研修(管理職の必須集合研修)がそれであり，ここではそれらの紹
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介がなされている。
第11章ではそごうの新人事管理制度 (1992年-)の紹介を通じて，人材開発理念が従来の一
律的・問題解決・課題達成型から自立型・創造型・課題発見型へ変化してきたこと，これに伴
って研修コースも一律的でなく多様化してきたこと(職能資格別教育，職務別教育，経営教育，
国際社員育成教育，自己啓発教育)が具体的に示されている。
第12章以下の第 3 部では女性・中高年・中小企業における人材開発の実態と問題点が分析さ
れている。すなわち第12章では，神戸港・大阪港の倉庫会社労組23支部708名の女性労働者に
対して自ら実施したアンケート調査に基づいて，倉庫会社の女性労働者の姿が浮き彫りにされ
ている。それは一言で言えば「保守的色彩がいまだ濃い倉庫業界において一般職であるがゆえ
に昇進も遅く，何年働いても賃金が低いことにつねに不満と悩みを持ちながらも自分なりに与
えられた業務を前向きに捉え，努力して遂行している女性労働者の姿J (144ページ)である。
そして業界全員の意識変革，とくに業界大手の積極的な女性活用を緊急課題だと指摘している。
第13章は，日本における女子秘書教育の特殊性を，英米との比較もまじえつつ，明らかにし
ている。日本の女子高等教育における秘書教育の位置と意義，秘書概念の混乱，短大・専門学
校の秘書教育が補助的労働者養成化していること，近年の新しい動向 (OA化による秘書業務
の変化，性別役割分業，労働者派遣法対象業務化)などが取り上げられている。
第14章では，日本的雇用慣行の崩壊(終身雇用・年功制の崩壊)，タテ型組織の崩壊(組織
のフラット化・ネットワーク化，フレキシビリティ重視)，中高年の過剰雇用，中高年社員の
「含み損人材」化，等の状況下で，中高年社員の出向，役職定年，早期退職，選択定年，独立
退職援助の動きが高まっていることを報告している。そして中高年社員の心構え， 2 つの成功
例と成功理由を探っている。
第15章では，大阪に本社を置く中小化学品専門商社の事例紹介と産能大調査とによりながら，
中小企業における目標管理導入の人材開発面での意義を検証しようとしている。結論的には，
中小企業における目標管理導入は所与の業務目標達成に重点が置かれ過ぎ，人材開発との結ぴ
つきが弱くなる傾向があるので再考すべきだとしている。
第16章では大阪市内のベンチャービジネス会社A社(イベント企画・販促企画事業)におけ
る自らの聞き取り調査の報告である。そこでは同社における組織開発と人材開発の一体化，現
場教育主義 (OJT) ，中途採用・女性雇用・高齢者雇用の積極的推進，自己啓発の全面支援，
部課廃止(社内職能性，プロジェクトユニット)，在宅勤務・フレックス制，ストックオプシ
ョン導入等の人材採用・開発上の諸論点が論じられている。
第17章以下の 2 つの章は，大学と大学院における教育を能力開発の面から分析したものであ
る。すなわち第17章は，最近の雇用環境変化(年功主義から能力主義へ，専門性重視，顕在能
力重視)のなかで，大学と学生の両方が変わりつつあることを現場から報告している。すなわ
ち，学部レベルでの学生の意識が資格取得(キャリア開発)志向に向かっているとともに，大
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学自体もそれを支援するシステムを整備しつつある実態が明らかにされている。
第18章では，関西学院大学商学研究科に所属する 20人の社会人院生をはじめ，同志社大学
(商学研究科，経済学研究科)，立命館大学(政策科学研究科，経営学研究科，経済学研究科，
国際関係研究科)，龍谷大学(経営学研究科)など関西の主要私学の大学院で学ぶ社会人院生
合計100名から得られたアンケート調査回答の分析結果による報告である。とりわけ関西学院
大学院生の分析結果の記述が中心となっているが，そこでは，①社会人院生には中高年，管理
職が多い，②(会社派遣等の他律的な理由でなく)自発的な動機による進学者が多く， リカレ
ント教育・生涯学習的色彩が強い，③キャリア意識が強い，④自己責任によるキャリア開発の
志向が強い，⑤自らのライフスタイルに対する明確な意識が見られる，等の特徴が指摘されて
いる。
終章では，以上第 1 章~第18章の個別的・具体的な分析を再度総括しながら，人材開発の新
展望が述べられている。それによれば，日本の人材開発は次の 6 点において根本的変革を要請
されているという。①国際競争激化に伴う管理者の管理能力の向上，②低成長・マイナス成長
・過当競争のなかで新しいニーズを掘り起こす人材の開発，③技術革新と市場ニーズ多様化に
対応する柔軟で多様な人材獲得と能力向上，④忠誠心育成の伝統的人材開発からの転換，⑤女
性の人材開発への本格的取り組み，⑥中高年労働力の再活用。こうしたなかで，人事考課と人
材開発は個人主義化(目標管理，年俸制， ・・・・)傾向にあり，個々人の主体的・自立的な
能力開発に向かっているという。そして最後に， f21世紀への提言J として①単一的価値尺度
から多価値的価値尺度に切り替えた人材開発，②女性や中高年の能力の十全な活用・活性化，
③中小企業における人材開発の推進とその環境づくり，の 3 点が提案されている。
最後に，巻末資料として「関西学院大学大学院社会人MBAコースへの招待」が掲載され，
同コースの全貌が掴めるようになっている。
以上が，駆け足ながら見てきた本書の内容である。
II 
本書が(著作を業とする専門家による)類書と比べても全く遜色がない仕上がりである点は，
例えば『神戸新聞j (1998年 4 月 14 日朝刊)で「現場感覚にあふれた興味深い内容」と高い評
価を得ていることに象徴されている。
日本企業が置かれている内外の未曾有な構造的環境変化，その中で求められている有能な人
材像が，かつてのそれとは大きく変わってきていることは，すでに指摘がこれまでにもなかっ
たわけではない。しかし，こうしたなかでも，本書は「多様な分析視角から様々な業種・業態
や組織の『人材開発j r能力開発』の実態をケース・スタディとして明らかにしたものJ (はし
がき 1 ページ)である点にユニークきが見られる。
ここでは様々な企業での教育制度や人事制度，女性や中高年労働者・中小企業労働者の能力
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開発や活用の諸問題等が取り上げられている。しかも本書を類書に抜きん出て特徴づけている
点は，製造・金融・旅行・広告・小売りなど，執筆者である社会人院生がそれぞれ所属する業
界や企業の実例をふんだんにとりあげて，具体的に解明・叙述している点である。執筆者は全
員，十二分に執筆対象を知悉している。この点は，本書の何よりの強みであり，魅力である。
20世紀末から21世紀初頭にかけて激変の時代に，本書の分析と指摘，さらには展望は，多くの
働く人々にとって現状把握と今後の指針として役に立つことであろう。
多くの・しかもいわば執筆者としては素人の人々を統一的な枠組みの中に配置し，体系的な
一書に仕上げられた編者としてのご苦労は，並大抵のものではなかったであろう。場合によっ
ては文章の添削を含む編集作業の過程は，当時既に病床にあられた森本教授にとってはハード
なものであったに違いない。渡辺・守屋両教授の献身的な支援活動があったことを考慮、に入れ
でもなお，ご苦労の程度は想像に余りある。それだけに，遺編書となった本書を，森本教授は
天国で満足感を持って眺めておられるに違いないと思う。
編者を亡くした本の書評は，主(あるじ)を亡くした家を訪ねるのと同様に，誠に辛いもの
である。どうしてもまた，いつの聞にか編者・森本教授の想い出に帰って来てしまう。
教授ご逝去の第一報に接したのは，青森公立大学で開催されていた経営学史学会第六回全国
大会 (1998年 5 月 22 日一24 日)に出張中であった。理事会とその後の夕食等を終えて遅く帰っ
た22 日深夜のホテルに，伝言が入っていたので、ある。 5 月 21 日午後 7 時13分，肝臓癌のためご
自宅で逝去されたといつことであった。ご葬儀当日の23 日午前の自由論題報告で，森本教授の
多分最後の愛弟子であろう若き山口隆之氏(現・関西学院大学商学部講師)が，師を失った悲
しみと西宮にすぐ飛んで帰りたい思いとを必死に耐えながら報告されていた姿が，まことに痛
々しかった。もともと山口氏のご報告は，森本教授からご相談を受け，是非にとむしろこちら
からお願いをして学史学会にご推薦いただいたという経緯があった。山口氏のご報告は良く準
備されており，立派なものであったということだけが，私にとってはせめてもの慰めとなった。
会場では，森本教授に代わって同僚の水原県教授が，悲しみを抑えつつ，山口氏のご報告を見
守っておられたのが印象的で、あった。
森本教授は，関西学院大学商学部を経て大学院商学研究科博士後期課程修了(商学博士) , 
商学部講師，助教授，教授に至るまで，一貫して関西学院大学と共に歩まれ，関西学院を心か
ら愛された人であった。この間，宮田喜代蔵・池内信行・古林喜楽という経営学史上の絢欄た
る大家に直接親しく指導を受けられ，経営学と関西学院商学部を将来背負って立つサラブレッ
ドとして育ててこられたのであった。経営学・経営形態論・中小企業論を専攻とされるが，特
にドイツ子工業経営論， ドイツ中小企業論は教授の独壇場であったと言うことが出来る。
森本教授は，奇しくも私と同じ1939 (昭和14) 年のお生まれであった。そのこともあって，
個人的にずいぶん親しくしていただ、いた。学会や研究会でご一緒する機会も多く，日本経営学
会やアジア経営学会では理事会でもご一緒だ、った。個別資本研究会などいくつかの内輪の研究
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会でも，親しくお付き合いいただいた。教授が亡くなられた後にミネルヴァ書房から刊行され
始めた「叢書現代経営学 全20巻J では，準備段階での刊行委員会の主要メンバーとして最初
から名を連ねられ，また，第 5 巻『産業構造転換と中小企業』の編著をつとめられることとな
っていた。それも今となっては，かなわぬものとなってしまった。想い出は尽きない。
後日にご焼香のため主亡きお宅を訪ねた際に寛子未亡人からお聞きした話では，病床にあっ
ても教授は今後の研究計画に意欲を燃やしておられたという。これまで進めてこられたご研究
領域に加えて，アジアの企業経営研究，兵庫の地場産業(特に清酒，瓦)の研究についても纏
めるべしおりに触れて資料を収集されており，その数は相当な数に達していたとのことであ
る。また，若い研究者達の進路など，彼らの将来のことを心から気遣っておられたという。本
来のご専攻であったドイツ手工業経営研究では，亡くなる 1 年前に『レスレ手工業経営経済学』
(1997年，森山書店)を上梓されて， r西ドイツ手工業論j (1979年，森山書店)， r西ドイツ中
小企業論j (1987年，森山書店)と併せて一応の区切りがついたと漏らされていたとも聞くが，
それにしてもまだまだ他にやり残したものが沢山あるというお気持ちが強かったに違いない。
残念で、ある。
幽明境を異にする今となっては，ただひたすら天国で安らかな眠りを続けられることを願い，
我々としては教授の残された数々のご研究成果を基礎として，今後の経営学研究に一層遁進す
ることを誓うのみである。
(1998年 4 月 20 日 Tリ， 干見手寿経理協会発行， 3600円)
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